
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2021年７月13日

【四半期会計期間】 第40期第１四半期（自　2021年３月１日　至　2021年５月31日）

【会社名】 株式会社ニューテック

【英訳名】 Newtech Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　早川　広幸

【本店の所在の場所】 東京都港区浜松町二丁目７番19号　ＫＤＸ浜松町ビル

【電話番号】 03-5777-0888（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役副社長兼管理部長　　宮崎　有美子

【最寄りの連絡場所】 東京都港区浜松町二丁目７番19号　ＫＤＸ浜松町ビル

【電話番号】 03-5777-0888（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役副社長兼管理部長　　宮崎　有美子

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自　2020年３月１日
至　2020年５月31日

自　2021年３月１日
至　2021年５月31日

自　2020年３月１日
至　2021年２月28日

売上高 （千円） 401,430 441,029 3,134,333

経常利益又は経常損失（△） （千円） △23,733 △1,362 404,760

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）

（千円） △15,455 △10,436 295,963

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △15,501 △10,221 295,947

純資産額 （千円） 1,578,396 1,831,703 1,889,845

総資産額 （千円） 2,793,494 3,009,679 3,236,165

１株当たり当期純利益又は１株当

たり四半期純損失（△）
（円） △8.06 △5.44 154.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.5 60.9 58.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第39期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第39期第１四半期連結累計期間及び第40期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス蔓延防止の延長が続く中、依然として経

済活動の停滞は免れず、国内企業の業績は全く見通せず、先行きは今まで経験したことのない不透明感が続いてお

ります。こうした状況の中、国内ＩＴ関連投資に関しても、当該期間中は新規の投資は手控えられ、大幅に落ち込

んでいる状況です。

　このような環境の下、当社でも蔓延防止策の延長発動に合わせ在宅勤務やテレワーク等による外出自粛を徹底し

た結果、前期の経験を踏まえ、やや回復傾向の期間でありました。

　このような状況においても、当第１四半期連結累計期間の売上高は441,029千円（前年同期比9.9％増）と前年よ

りは改善し、増加しました。製品売上に関しては、ＯＥＭ向けの製品（ミラーカード）の出荷は、57,525千円（前

年同期比28.9％減）となりました。また、主力製品のＲＡＩＤ及びＮＡＳの販売は、新型コロナウイルスの影響に

よる一時的需要の低迷で169,417千円（前年同期比3.6％減）と不振でありました。その結果、ストレージ本体及び

周辺機器を含む製品売上高は全体では242,958千円（前年同期比11.6％減）とやや落ち込みました。また、商品売

上は大口案件の獲得により84,260千円（前年同期比182.7％増）となりました。

　サービス売上は、株式会社ＩＴストレージサービスの扱った当社以外の製品の保守契約も加わり、113,810千円

（前年同期比17.5％増）と順調に増加しました。

　以上の結果、損益面では、売上の回復により営業損失4,653千円（前年同期は営業損失25,929千円）、経常損失

1,362千円（前年同期は経常損失23,733千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失10,436千円（前年同期は親会社

株主に帰属する四半期純損失15,455千円）となりました。

尚、親会社株主に帰属する四半期純損失10,436千円には子会社、株式会社ＩＴストレージサービスの役員退職慰労

金10,000千円の発生による特別損失を含んでおります。

 

品目別の売上高は、次のとおりであります。

期　別 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 前連結会計年度

  
自　2020年３月１日

至　2020年５月31日

自　2021年３月１日

至　2021年５月31日

自　2020年３月１日

至　2021年２月28日

品 目 別 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比

  千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

 ストレージ本体 263,527 △35.3 226,942 △13.9 2,296,515 1.8

 周 辺 機 器 11,260 △68.6 16,015 42.2 152,905 △13.8

製 品 小 計 274,788 △38.0 242,958 △11.6 2,449,420 0.6

商　　　 品 29,809 △60.0 84,260 182.7 272,402 △14.9

サ ー ビ ス 96,833 13.8 113,810 17.5 412,510 10.2

合　　　 計 401,430 △33.4 441,029 9.9 3,134,333 0.2
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（2）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して226,486千円減少し、3,009,679千

円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末と比較して231,337千円減少し、2,833,129千円となりました。これは主に現金及

び預金251,061千円、たな卸資産104,793千円が増加し、受取手形及び売掛金587,156千円が減少したこと等による

ものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比較して4,851千円増加し、176,550千円となりました。これは主に、繰延税金

資産5,761千円の増加に対し、建物769千円が減少したこと等によるものであります。

　流動負債は、前連結会計年度末と比較して190,042千円減少し、1,089,720千円となりました。これは主に買掛金

89,577千円、未払費用33,990千円、未払法人税等71,417千円、未払金16,920千円、その他33,607千円が減少し、前

受収益36,603千円、1年内返済予定の長期借入金13,851千円、預り金4,997千円が増加したこと等によるものであり

ます。

　固定負債は、前連結会計年度末と比較して21,698千円増加し、88,256千円となりました。これは主に長期借入金

21,677千円が増加したこと等によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して58,141千円減少し、1,831,703千円となりました。これは親会社株主に

帰属する四半期純損失10,436千円、配当金の支払い47,920千円があったことによる利益剰余金58,356千円の減少等

によるものであります。自己資本比率は60.9％となりました。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキヤツシュ・フロー状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありませ

ん。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

 

(6）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は16,790千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年７月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 2,081,000 2,081,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,081,000 2,081,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2021年３月１日～

2021年５月31日
－ 2,081,000 － 496,310 － 105,515

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

    2021年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 164,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,915,900 19,159 －

単元未満株式 普通株式 1,000 － －

発行済株式総数  2,081,000 － －

総株主の議決権  － 19,159 －

 

②【自己株式等】

    2021年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

株式会社ニューテック
東京都港区浜松町

二丁目７番19号
164,100 － 164,100 7.8

計 － 164,100 － 164,100 7.8

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年３月１日から2021

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、Moore至誠監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第39期連結会計年度　ひので監査法人

　第40期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　Moore至誠監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,003,742 2,254,804

受取手形及び売掛金 ※ 804,193 217,036

商品及び製品 37,450 96,994

仕掛品 111,893 112,201

原材料 95,396 140,338

前払費用 9,918 9,297

その他 1,871 2,456

流動資産合計 3,064,466 2,833,129

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 17,863 17,094

工具、器具及び備品（純額） 26,807 26,776

有形固定資産合計 44,671 43,871

無形固定資産 4,280 3,934

投資その他の資産   

投資有価証券 80,366 80,676

差入保証金 23,767 23,767

長期前払費用 994 919

繰延税金資産 17,619 23,381

投資その他の資産合計 122,746 128,744

固定資産合計 171,698 176,550

資産合計 3,236,165 3,009,679
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年５月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 130,611 41,033

1年内返済予定の長期借入金 32,817 46,668

未払金 35,389 18,469

未払費用 62,983 28,993

未払法人税等 77,830 6,413

預り金 8,904 13,901

前受収益 873,166 909,769

製品保証引当金 19,641 19,659

その他 38,418 4,811

流動負債合計 1,279,762 1,089,720

固定負債   

長期借入金 59,964 81,641

資産除去債務 6,593 6,615

固定負債合計 66,557 88,256

負債合計 1,346,320 1,177,976

純資産の部   

株主資本   

資本金 496,310 496,310

資本剰余金 510,925 510,925

利益剰余金 959,657 901,300

自己株式 △78,265 △78,265

株主資本合計 1,888,627 1,830,270

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,217 1,432

その他の包括利益累計額合計 1,217 1,432

純資産合計 1,889,845 1,831,703

負債純資産合計 3,236,165 3,009,679
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

売上高 401,430 441,029

売上原価 267,082 287,499

売上総利益 134,347 153,529

販売費及び一般管理費 160,277 158,183

営業損失（△） △25,929 △4,653

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 1,898 1,898

為替差益 22 352

助成金収入 720 720

受取販売奨励金 339 1,156

その他 210 262

営業外収益合計 3,192 4,392

営業外費用   

支払利息 345 134

売上債権売却損 649 966

その他 0 0

営業外費用合計 995 1,101

経常損失（△） △23,733 △1,362

特別損失   

役員退職慰労金 － 10,000

特別損失合計 － 10,000

税金等調整前四半期純損失（△） △23,733 △11,362

法人税、住民税及び事業税 2,433 4,930

法人税等調整額 △10,710 △5,856

法人税等合計 △8,277 △925

四半期純損失（△） △15,455 △10,436

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △15,455 △10,436
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年３月１日
　至　2020年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

四半期純損失（△） △15,455 △10,436

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △46 215

その他の包括利益合計 △46 215

四半期包括利益 △15,501 △10,221

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △15,501 △10,221

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

　新型コロナウイルス感染症拡大が当社グループの業績に与える影響は軽微であり、当第１四半期連結累計期間

以降も重要な影響がないという仮定に基づき会計上の見積りを行っております。

　しかしながら、本感染症の収束時期は不透明であり、今後の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があ

ります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度

末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

　（2021年２月28日）
当第１四半期連結会計期間
（2021年５月31日）

受取手形 133,712千円 －　千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2020年３月１日
至 2020年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2021年３月１日
至 2021年５月31日）

減価償却費 6,823千円 4,153千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年４月13日

取締役会
普通株式 47,920 25.00 2020年２月29日 2020年５月12日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年５月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月14日

取締役会
普通株式 47,920 25.00 2021年２月28日 2021年５月12日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年５月31日）

　当社グループは、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを

行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年５月31日）

　当社グループは、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを

行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年３月１日
至　2020年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年３月１日
至　2021年５月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △8円06銭 △5円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千

円）
△15,455 △10,436

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）（千円）
△15,455 △10,436

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,916 1,916

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　2021年４月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………47,920千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………25円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………2021年５月12日

　（注）　2021年２月28日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年７月12日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

 

Moore至誠監査法人

東京都千代田区

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 西村　寛　　印

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 吉原　浩　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニュー

テックの2021年３月１日から2021年５月31日までの第40期事業年度の第１四半期連結会計期間（2021年３月１日から2021

年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年３月１日から2021年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテック及び連結子会社の2021年５月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら
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れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結

財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半

期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できな

くなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じてい

る場合はその内容について報告を行う。

 

その他の事項

　会社の2021年２月28日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第1四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が

実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2020年７月10日付けで無限定の結論を表明しており、

また、当該連結財務諸表に対して2021年５月21日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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